
第２回農村RMO推進研究会

農村ＲＭＯにおける各府省施策の活⽤について

令和６年１⽉10日（水） 13:30〜16:30

岡崎市下山学区地域づくり協議会
取組事例紹介

岡崎市下山学区地域づくり協議会
⽣活⽀援部会⻑ 杉浦 圭
地域資源活⽤部会⻑ 成瀬 健



下山学区

〇面積：1,505ha

〇人口：590人（R5.4.1現在）

岡崎市47学区のうち最少

〇下山小学校児童数：17人

（うち２名は学区外から通学）

下山（しもやま）学区とは

岡崎市

平成18年 岡崎市と額田町が合併
新しい岡崎市へ
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課題１ 人口減少

児童数
児童数

人口
人口

何もしなければ地域は消滅に向かう

１世帯／年の子育て世代の移住で地域は持続

（名古屋大学大学院附属持続的共発展教育研究センター提供小地域ごとの簡易人口推計ツールを使用）
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課題２ 高齢化率
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課題３ 農業
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経営耕地面積人 ha

農地⾯積︓123ha

鳥獣被害（Ｒ４下山学区分）

274万円（イノシシ119万円、二ホンジカ89万円、ニホンザル32万円）
（岡崎市調査）

（農林業センサス）
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課題４ 集落機能の弱体化
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・H31.3
ＪＡ支店 閉店
Ａコープ 閉店

・R5.4
学区内唯一の保育園一時休園

・R6.3
中学校寮の廃止

・
・
？ 閉店したＪＡ下山支店、Ａコープ下山店



下山のよりよい未来を考えるワークショップ

（R4.1.16）
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〜交付⾦活⽤前〜

A〜Dグループにわかれて地域の課題抽出と地域の目指す方向性を議論



岡崎市下山学区地域づくり協議会の設立

（R4.4.1）
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目的
下⼭学区における⽣活や暮らしを守るため、住⺠が⼀体となり、⽣産、⽣活扶助、資源

管理に取組み、地域コミュニティ機能の維持・強化を図る事業を⾏う

協議組織（構成団体）

下山学区対策委員会 農業生産組合

あいち三河農業協同組合 岡崎森林組合

学識経験者（中京学院大学） 岡崎市

実行組織

農用地保全部会 地域資源活用部会 生活支援部会 企画施設運営部会

運営委員会（事業計画・企画・運営）

農⽤地保全部会⻑ 地域資源活⽤部会⻑ 岡崎市社会福祉協議会

⽣活⽀援部会⻑ 企画施設運営部会⻑ （地域おこし協力隊）

トヨタ⾃動⾞テストコー
ス造成を契機に、まちづ
くりの構想等を検討・推
進するため設⽴（R1）
会⻑＝協議会会⻑
副会⻑＝協議会副会⻑

【事務局】
協議会の事務・経理
地域の伴走支援



下山学区将来ビジョンの策定
〜下山のよりよい未来を考えるワークショップ〜
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【開催日】令和５年１⽉22日（日）開催 ［キャッチ］
田畑と山に子どもの声がこだまする
世代や地域を超えて持ちつ持たれつ支えあう
小さくても輝くまち下山



企画施設運営部会

「オクオカ活性化拠点下山 YAMABIKO」

旧ＪＡ下山支店、A-COOP下山店
敷地面積1,558.73㎡
鉄骨平屋建439.03㎡
S63.12.15竣工
H31.3.31閉店
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閉店した店舗を活動拠点として活用し、関係人口増加のため、さまざまな行事を
企画する。



企画施設運営部会
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オクオカ活性化拠点下山「YAMABIKO」へ

子育て世代を中心に
地域コミュニティ食堂として

月１回開催中

住民の手でリノベーション



農用地保全部会
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農地の利用状況調査を実施

地域外から28組の家族が参加
（申込は72組で抽選）
「となりの田んぼ」（全５回の稲作体験
プログラム 30,000円/組）

耕作放棄地（畑）を地域住民で整備
都市部住民の体験用農地へ実証



地域資源活用部会
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飲食提供のほか、
地域の農林産物が加工できる場となるよう

そうざい製造、菓子製造の許可を取得

一緒に歩きませんか？
～クアオルト®健康ウオーキング～

▼クアオルト®健康ウオーキングとは？

ドイツのクアオルト（健康保養地）で自然の地形や風を利用し

て行われている運動療法を基に考案された健康づくりのためのウ

オーキングです。あらかじめ専門家により計測されたコース（ク

アの道）を指導者とともに心拍数や血圧などを測定しながら個人

の体力に合わせて安全・効果的に歩く新しいスタイルのウオーキ

ングです。

「下山いやしの里山コース」コース全長2.34Km累積高度差104ｍ

ヤッホ

地域の野菜等を使った
梅味�やドライフード

など試験販売

YAMABIKO青空市
（農林産物直売所毎週日曜開催）



生活支援部会
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YAMABIKO号
「地域支え合い事業」

岡崎市社会福祉協議会による貸出⾞両
拠点施設YAMABIKOに一台常駐 小規模特認校制度PR

生活たのみ隊

生活支援



第２回農村RMO推進研究会

農村ＲＭＯにおける各府省施策の活⽤について

令和６年１⽉10日（水） 13:30〜16:30

岡崎市下山学区地域づくり協議会
他施策との連携について

岡崎市下山学区地域づくり協議会 事務局
岡崎市経済振興部中山間政策課
副課⻑ 畔栁 典生



「小さな拠点」と連携した農村ＲＭＯ形成の取組

・ 人口減少や高齢化が進行する中で、暮らしを守り、地域コミュニティを維持して持続可能な地域づくりを
目指すための取組として、「小さな拠点」の形成に併せて、農村資源を活用した農村ＲＭＯの活動を展開。

小さな拠点
中山間地域等において、地域住民の生活に必要な生活サービス機能やコミュニティ機能を維持・確保するため、集落生活圏における生活

サービス機能や地域活動の拠点施設を一定程度集積・確保している施設や場所・地区・エリア

内閣府「令和４年度 小さな拠点の形成に関する実態調査」（令和４年12月）より

＜ 愛知県岡崎市 ＞
愛知県岡崎市では、地方創生推進交付金 (現：デジタル田園都市国家構想交付金 (地方創生推進タイプ) ) (内閣府)を活用し、地域の魅力発信と関係
人口の創出や移住・定住の促進、「小さな拠点」形成に取り組み。

これと連携し、「岡崎市下山学区地域づくり協議会」が、農村ＲＭＯ形成推進事業を活用し、イベントの試行や農用地保全等の活動により、地域
づくりの取組を深化させ受入態勢を整備。

：小さな拠点の形成を目指す地域

岡崎市下山学区地域づくり協議会
（農村ＲＭＯ）

〇

〇

地⽅創⽣推進交付⾦
（対象︓市全域）

農村ＲＭＯ形成推進事業
（対象︓下山学区）

耕作放棄地を活用した漆の栽培

体験農園による多世代との交流

（取組イメージ）

関
係
人
口
の
創
出

下山学区の成果を波及
９地区で小さな拠点形成

を目指す
小さな拠点
施設活用計画

小さな拠点における施設活用計画の策定

移住相談窓口の設置

地域の魅力を情報発信

関係人口の受入態勢を整備

地区別の将来ビジョンの策定

暮らしを守る心の拠り所、未来を拓く希望の拠点
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旧JA下山支店の賃借
（旧地⽅創⽣推進交付⾦活⽤）

下山学区の耕作放棄地へ漆を植栽
（旧地⽅創⽣推進交付⾦活⽤）

地域情報や空き家情報を集約しマッチング（旧地⽅創⽣推進交付⾦活⽤）
下山学区の地域情報や空き家情報収集は、

市が「移住アドバイザー」に任命した協議会員が実施（集落⽀援員制度活⽤）
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こども食堂
（地域コミュニティ食堂）

・重層的支援体制整備事業
【厚労省】

※こども食堂関係部分
（岡崎市社協）

・岡崎市生活困窮者支援団体
活動費補助⾦【市】
※岡崎市社協支援

住⺠ボランティア輸送
（⾞両の貸与、⾼齢者等輸送）

・地域支え合い事業
【岡崎市社会福祉協議会】

⺠間薬局による移動販売
（協議会拠点施設へ停留）

・新型コロナウィルス感染
症対応地⽅創⽣臨時交付⾦

【内閣府】
※市中⼭間地域全域運⾏

イベント支援スタッフとしての
大学生ボランティアの活用

・ふるさと農村活性化対策基⾦
【市】
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クアオルト健康ウォーキング事業

・クアオルト健康ウォーキング
【市保健所事業】

「下山いやしの里山コース」 コース全長
2.34Km 累積高度差104ｍ

部会横断的に協議会の取組に関与

〇YAMABIKO⻘空市（直売所運営）
〇SNSでの地域情報発信
〇耕作放棄地の整備、体験農園の企画
〇地元小学校と連携し小規模特認校PR

など

・地域おこし協⼒隊【総務省】

（市政だよりおかざき８月号 オクオカ特集抜粋）



事務局として

・実動者（地域住⺠）が活動に集中できるよう交付⾦等の事務、
経理をサポート

・各種、市、国等の補助制度等を情報提供

・法規制や⾏政制度の障壁をクリアできるよう各種調整

・活動の方向性を会議などで共有
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協議会の伴走者として市が支援する役割を担っています。
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ご清聴ありがとうございました


	第２回農村RMO推進研究会�農村ＲＭＯにおける各府省施策の活用について�　令和６年１月10日（水）　13:30～16:30
	下山（しもやま）学区とは
	Slide3
	課題１　人口減少
	Slide5
	課題３　農業
	課題４　集落機能の弱体化
	下山のよりよい未来を考えるワークショップ
	岡崎市下山学区地域づくり協議会の設立
	下山学区将来ビジョンの策定�～下山のよりよい未来を考えるワークショップ～
	企画施設運営部会
	企画施設運営部会
	農用地保全部会
	地域資源活用部会
	生活支援部会
	第２回農村RMO推進研究会�農村ＲＭＯにおける各府省施策の活用について�　令和６年１月10日（水）　13:30～16:30
	Slide17
	Slide18
	こども食堂�（地域コミュニティ食堂）��・重層的支援体制整備事業【厚労省】�※こども食堂関係部分�（岡崎市社協）�・岡崎市生活困窮者支援団体活動費補助金【市】�※岡崎市社協支援
	Slide20
	事務局として
	Slide22

